






























































≪ 乳児は無抵抗で受動的存在。攻撃されたら直ちに負ける。  
ゆえに敵に対して無害であることを訴えるために、反射特性としてにっこり笑うのだ ≫  
 
という、どこかで耳にしたなんとまあ科学的な「説明」が私の心に現れてしまう。 
客観を冷徹と勘違いし、少し上から目線で物的に「説明」をすることでわかった気になる。  
ほんとうの＜科学＞はそうではないだろうに。  
目の前のこの我が子は、その絶対的存在においてかわいいのであって、  
私の全人格、全精神、全宇宙をもって迎えるべき存在、認識なのだ。  
 
今、学問あるいは科学に激しく欠けているのは、このような＜理＞である。 
もちろん、様々な「説明」は時に人を救い、問題を解決することもある。 
しかし、説明もまた認識であることを忘れてはいないか。 
小利口で小生意気な説明に終始するような偽物の＜学問＞または＜科学＞には一塵の価値もない。 
特に今＜科学＞はその狭く厳しすぎる自身の態度によって自身が傷ついているではないか。 
 （当事者たちはそれに気づいているかどうかは定かではない） 
 
さらにほぼ同時に、どうしてもこの科学的説明が私の心から抜けない事実にまた、私は愕然とする。 
かくも＜科学＞が世界観とまでなったその理由が我が内にあるのだ。  
 
では、どう生きる？  
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